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0℃：100J以上の高い吸収エネルギ

を有し，健全性に優れる。

２）新JIS（Z3318 YGW18）に適合している。

３）遅れ割れの感受性は従来ワイヤ（YGW11）と同等である。

MG-55 は横向溶接のような低入熱，低パス間温度の溶接で

も強度が過剰にならない。したがって，予熱などの遅れ割れ防

止策は，従来の 490N/mm2 ァ（株）と共同で

10Bの存在比

を 95％まで高めた濃縮ボロンの量産技術を確立し 2000年度中

に本格的に商業生産を開始する。

濃縮ボロン生産技術の特徴
第 1図にパイロットプラントの概略フロー図を示すが本プ

ラントは以下の特長をもっている。
１）既存の蒸留技術が使え連続生産が可能。
２）常温，常圧で運転できるため装置の腐食防止効果が高い。
３）設備が簡素でありコストダウン効果が高い。

濃縮ボロンの需要
今後，天然ボロンより中性子吸収性能を最大 5倍まで高める
ことのできる濃縮ボロンへの転換が進んでいく。 して PWRおよびBWRともに

炭化ほう素が使用されている。

今後，高速増殖炉や高濃縮度燃

料，MOX燃料の採用時に天然

ボロンから濃縮ボロンへ転換さ

れる可能性が高い。
５）医療用：医療関係では従来より
ほう素中性子補足療法といっ
て
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